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　第１節　地域　～つながりと支え合い～

　第２節　経済　～暮らしと雇用を支える～

　第３節　子ども・若者　～健やかに育む～

　第４節　安全・安心　～人に優しいまち～

　第５節　環境　～次世代へ引き継ぐ～

　第６節　文化　～創造性を育む～

　第７節　都市空間　～魅力と活力のある都市の形成～

第4章
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　「目指すべき都市像」を実現するためには、私たちが具体的な目標を共有し、その目標に向かって連携し

ながら課題に取り組んでいく必要があります。

　そこで、この章では、まちづくりの分野を７つに分け、その分野ごとに「現状と課題」を整理し、今後の

取組を展開する際の「重要な視点」を掲げた上で、まちづくりに関する「基本目標」を設定します。

　また、私たちが、今後のまちづくりの方向性を具体的にイメージできるようにするため、基本目標ごとに

「将来のまちの姿」を示すとともに、その実現に向けて同じ方向で取り組んでいけるよう、「実現に向けて

私たちが取り組むこと」を明記しています。この取組の記載に当たっては、市民や企業などが、それぞれの

立場で取り組むべきことを表しており、行政については、札幌市が他の行政機関などを含めた各主体と連携

を図りながら取り組むべきことを表しています。

　なお、まちづくりの実践に当たっては、市民、企業、行政などの様々な主体が、取組の決定過程に参画

し、相互に補完し合いながら責任を持って進めることが重要です。
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基本目標の設定

49【地域】この場合の地域は、行政区より小さい、生活に身近な空間的広がりを指す。

― 地域での支え合いとつながりづくり ―

　地域での支え合いを実現するためには、世代や性別、国籍、文化の違い、障がいの有無などにかかわ

らず、地域の人々がお互いを認め合いながら、社会参加や交流を通じてつながりを深めていくことが重

要となります。また、市民一人一人や、町内会、ＮＰＯ、企業などが、地域課題を自らの問題と考えて

主体的に活動し、お互いに連携しながらネットワークを構築していく必要があります。

　このような取組により、地域自らが様々な地域課題を解決していける力を向上させるとともに、住民

同士が支え合いながら暮らしていけるまちづくりを進める必要があります。

１　共生と交流により人と人がつながるまちにします

２　様々な担い手が地域のまちづくり活動に参加するまちにします

３　多様な地域課題を解決できるまちにします

第１節　　地域　～つながりと支え合い～

現状と課題

　市民の意識や生活様式の変化、価値観の多様化などにより、地域49における課題が複雑・多様化してお

り、これまでの取組だけでは解決が難しくなっています。

　今後は、住民同士の支え合いや助け合いが地域課題の解決に重要な役割を担うことが期待されており、

そのためには地域のつながりを深め、町内会などの地域コミュニティを活性化していく必要があります。

　また、ボランティアやＮＰＯ、企業などによる社会貢献活動も広がってきており、これらの多様な活動

の担い手の連携による地域課題の解決が求められます。

現状と課題を踏まえた重要な視点
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50【男女共同参画社会】男性と女性が社会の対等な構成員として、自らの意思であらゆる分野の活動に参画する機会を確保されることに
より、政治的、経済的、社会的及び文化的利益を等しく享受することができるとともに、等しく責任を担う社会。

51【多文化共生】国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員と
して共に生きていくこと。

　　　　　　　　１　共生と交流により人と人がつながるまちにします基本目標

将来のまちの姿

▶地域では、世代を超えた様々な交流などを通じて住民同士のつながりが深まり、世代の違いや障がいの有

無にかかわらず、支え合いにより自立した生活を送っています。また、誰もが持てる能力を十分に発揮し

て、積極的に社会参加しています。

▶地域を越えた市民同士や市民と団体などとのつながりも広がっており、重層的で多様なまちづくりのネッ

トワークが広がっています。

▶男女がお互いを尊重し、責任を分かち合う男女共同参画社会50が実現され、様々な分野で協力しながら活

動しています。

▶地域における多文化共生51の意識が醸成され、様々な国籍や民族の人々が、国や文化の違いにかかわら

ず、お互いを認め合い、地域の一員として生活しています。

▶子どもを始めとした住民が集える居場所や交流の場が身近にあり、そこで生まれたつながりを通じて地域

コミュニティが活性化しています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

町内会・ＮＰＯ・企業等
●住民同士による交流や支え合
い活動の推進

●地域における多文化共生の推進

●市民の居場所づくり

●子どもが主役の交流の場づく
り

市　民
●住民同士の交流や支え合い活
動への積極的な参加

●高齢者及び障がい児・者への
理解

●外国人や多様な歴史・文化へ
の理解

●平和や人権に対する理解

行　政
●多世代交流などの推進

●障がい児・者への市民理解の
促進

●男女共同参画社会に対する市
民理解の促進

●国際理解を深める取組の推進

●平和への取組の推進

●多様な価値観に対応する人権
教育の充実

●アイヌ民族の歴史・文化への
市民理解の促進

●市民の居場所づくりへの支援

●子どもが主役の交流の場づく
りの支援
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▶子どもから高齢者まで、全ての市民が、様々な学びの機会を活用しながら、それぞれが持つ能力や経験を

生かし、自分に合った形で主体的に地域のまちづくり活動に参加し、活躍しています。

▶地域のまちづくり活動の中核を担っている町内会への加入が進み、地域コミュニティが活性化していま

す。

▶町内会を始め、ＮＰＯ、商店街、企業など、多様な活動主体が様々な地域のまちづくり活動に取り組んで

います。

52【生涯学習】学校での教育や学習のみならず、生涯にわたって、あらゆる機会や場所において、各人の興味・関心や社会的な課題など
に応じ、自発的な意思と選択に基づき行われる様々な学習活動のこと。

53【ＣＳＲ】コーポレート・ソーシャル・レスポンシビリティ（Corporate…Social…Responsibility）の略。企業の社会的責任。法令順
守や社会貢献など、一般に企業が社会に対して果たすべき責任。

様々な担い手が地域のまちづくり活動に参加する
まちにします　　　　　　　　２基本目標

将来のまちの姿

実現に向けて私たちが取り組むこと

町内会・ＮＰＯ等
●地域のまちづくり活動の推進

●地域のまちづくり活動を通じ
た担い手の育成

企　業　等
●ＣＳＲ53活動などを通じた地域
のまちづくり活動への積極的
な参加

市　民
●町内会活動を始めとした地域
のまちづくり活動への積極的
な参加

●生涯学習52などを通じた自己啓
発

行　政
●市民が地域のまちづくり活動
に参加できる環境づくり

●市民の自発的な生涯学習の促
進

●学びと地域のまちづくり活動
の実践が繰り返し行われる仕
組みづくり

●多様な活動主体が地域のまち
づくり活動に取り組める環境
づくり

●市民や企業による地域のまち
づくり活動を支える寄附文化
の醸成
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▶地域ごとに年齢や世帯構成、居住形態などの違いが顕著になり、地域課題が複雑・多様化している中、こ

れらの課題は、住民や地域の団体、企業などによる自主的な活動や行政による支援を通じて解決されてい

ます。

▶地域のまちづくり活動を実践する様々な主体が、お互いに連携し、相乗効果を生みながら活発に活動して

います。

▶ソーシャルビジネス54やコミュニティビジネス55など、ビジネスの手法を活用して地域課題を解決する活動

も活発に行われています。

54【ソーシャルビジネス】環境、医療、福祉など地域の様々な社会的課題を、ビジネスの手法を用いて解決しようとする事業。
55【コミュニティビジネス】地域の課題を住民、ＮＰＯ、企業などが連携して、…ビジネスの手法を用いて解決しようとする事業。

多様な地域課題を解決できるまちにします　　　　　　　　３基本目標

将来のまちの姿

実現に向けて私たちが取り組むこと

町　内　会
●地域課題の解決に向けた取組
の推進

●地域課題の解決に向けた多様
な活動主体との積極的な連携

市　民
●地域のまちづくり活動への積
極的な参加

企業・ＮＰＯ等
●地域課題の解決に向けた多様
な活動主体との積極的な連携

●ビジネスの手法を活用した地
域課題の解決に向けた取組の
推進

行　政
●福祉や防災、防火、防犯な
ど、地域ごとの課題を踏まえ
た施策の展開

●町内会など地域のまちづくり
活動団体の活性化の支援

●地域のまちづくりに関する情
報提供

●区役所・まちづくりセンター
における地域課題の的確な把
握及び迅速な支援体制づくり

●活動主体間の連携を促進する
ためのネットワークづくり及
び調整機能の強化

●ソーシャルビジネス・コミュ
ニティビジネスの振興
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４　強みを生かした産業が経済をけん引するまちにします

５　様々な連携により産業が高度化するまちにします

６　市民の雇用が安定的に確保されるまちにします

７　強みを生かし世界とつながるまちにします

８　地域コミュニティを支える産業を大切にするまちにします

基本目標の設定

第２節　　経済　～暮らしと雇用を支える～

現状と課題

　産業の活性化は、都市の活力を高めるとともに、安定的な雇用を創出し、社会の持続可能な発展を支え

る重要な役割を担っており、市民の安心な暮らしを実現する上で欠かすことのできないものです。

　このため、人口減少や少子高齢化の進行、グローバル化の進展など、札幌を取り巻く社会経済情勢の変

化に対応できる足腰の強い経済基盤を確立させることが必要となっています。

基
本
目
標

― 暮らしと雇用を支える経済の発展 ―

　経済の発展と安定的な雇用の確保のためには、札幌の経済をけん引していく産業分野を明確に定め、

積極的な振興を図ることが重要です。また、創造性や地域特性を生かした付加価値の創出やグローバル

化への対応などにより、産業全体の活性化を図り、競争力を高めることが必要です。さらに、地域コ

ミュニティを支える産業を育てていくことが求められています。

現状と課題を踏まえた重要な視点
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56【バイオ産業】バイオテクノロジー技術を応用して商品開発を行う産業。
57【ＩＴ産業】情報処理、情報技術に関連する産業の総称。
58【コンテンツ産業】各種メディアを通じて提供されるアニメ、漫画、映画、ゲームシナリオなどのコンテンツを制作する事業全般のこと。
59【地産地消】地域生産地域消費の略語で、地域で生産された様々な生産物や資源（主に農産物や水産物）をその地域で消費すること。
60【６次産業化】第1次産業、第2次産業、第3次産業を融合させ、新たな産業振興を行うという考え方。
61【都市型農業】都市近郊の農業一般を意味し、大消費地に近い農業地域、都市の生産緑地、市民農園などにおいて営まれる農業を包含

する概念。
62【ＭＩＣＥ】多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称で、Meeting（会議・セミナー）、Incentive…Travel（Tour）

（企業報奨・研修旅行）、Convention（大会・学会・国際会議）、Exhibition（イベント・展示会・見本市）の頭文字のこと。
63【シティプロモート】ここでは、まちの魅力を再発見し、創造することで新しい都市の輝きをつくり出すとともに、市民が誇りをもっ

てその魅力を内外に発信することで、世界の人々と多様な関係をつくり出すための一連の活動をいう。

　　　　　　　　４　強みを生かした産業が経済をけん引するまちにします基本目標

将来のまちの姿

▶札幌・北海道の強みや時代の潮流を捉え、食、観光、環境及び健康・福祉の4つの重点産業分野やそれに

関連する様々な産業が一体となって札幌の経済成長をけん引し、足腰の強い経済基盤が確立しています。

▶従来の製造業にバイオ産業56、IT産業57及びコンテンツ産業58を加えた「札幌型ものづくり産業」が根付

き、他分野との連携により新たなビジネスが生まれています。

▶札幌の企業の大半を構成している中小企業の活動が活性化し、裾野の広い経済基盤が確立しています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

企業・大学・研究機関等
●他産業との連携による付加価
値の向上

●共同研究による製品開発や付
加価値の向上

市　民
●地場の中小企業の発展への協
力

●地産地消59の実践

行　政
●食、観光、環境及び健康・福
祉の4つの産業分野の重点的な
振興

●道産食品の付加価値を高める
６次産業化60や都市型農業61の
推進などによる食関連産業の
活性化に向けた取組の推進

●広域連携による観光振興や
MICE62の推進、戦略的なシ
ティプロモート63活動などによ
る観光関連産業の活性化に向
けた取組の推進

●札幌型ものづくり産業の振興

●中小企業の積極的な経済活動
を促進するための支援
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64【イノベーション】新しい方法、仕組み、習慣などを導入することをいい、新製品の開発や生産方法の改良、新しい資源や原料の開
発、組織体制の改変などにより、新しい価値を生み出すこと。

65【札幌圏】ここでは、行政、経済、環境などの様々な分野において、札幌市と結び付きの強い近隣市町村をまとめて指す呼び名。

　　　　　　　　５　様々な連携により産業が高度化するまちにします基本目標

将来のまちの姿

▶時代の潮流から生み出される新たな需要を的確に捉え、産・学・官の連携や同業種・異業種間の連携など

により、創造性を発揮した様々なイノベーション64が起きています。

▶道外から多くの先端技術分野の企業などが進出し、札幌圏65に集積しています。これにより取引関係が広

がるとともに、地場産業の付加価値が向上するなど、札幌圏を含めた北海道全体の産業の競争力が高まっ

ています。

▶空港、港湾、高速道路、北海道新幹線などの広域的な交通ネットワークを効果的に活用し、道外や道内他

市町村とのヒトやモノの流れが活発化しています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

企　業　等
●道内外の企業などとの積極的
な交流

●新たな技術や製品の開発への
挑戦

●他産業などとの連携による技
術革新や新市場開拓

●新事業や新分野への事業展開

行　政
●新たな技術や製品の開発に向
けた産・学・官連携の促進

●様々な産業における創造的な
イノベーションの誘発の媒介
となるIT産業やコンテンツ産業
などの振興

●女性や若者による起業への支
援

●近隣自治体と連携した先端技
術分野の企業などの誘致と地
場企業との連携促進

●広域的な交通ネットワークの
整備

●道内外の自治体との広域的な
連携
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66【ワーク・ライフ・バランス】やりがいのある仕事と充実した個人生活が調和したバランスの良い働き方。

　　　　　　　　６　市民の雇用が安定的に確保されるまちにします基本目標

将来のまちの姿

▶雇用の受け皿となる中小企業の経営基盤の強化や、雇用創出力の高い企業の市内や近隣市町村への進出、

さらには、求職者への様々な就業支援などにより、市民の雇用が安定的に確保されています。

▶誰もがそれぞれの能力を生かして働くことで、自立して暮らしています。その中でも、働く意欲を持つ女

性が地域経済を支える担い手として活躍しています。

▶市民や企業の間でワーク・ライフ・バランス66の考え方が浸透し、実践されています。これにより市民一

人一人がやりがいや充実感を感じながら働いています。また、多くの企業が従業員の意欲・能力・創造性

を引き出し、生産性を向上させるとともに、優秀な人材を確保することにより、社会全体が活性化してい

ます。

実現に向けて私たちが取り組むこと

企　業　等
●市民の能力を生かす積極的な
雇用

●ワーク・ライフ・バランスの
実践に向けた職場環境づくり

市　民
●職業能力の向上や自己啓発

●起業への積極的な挑戦

●ワーク・ライフ・バランスへ
の理解と実践

行　政
●求職者の技能向上のための支
援

●雇用のミスマッチ解消や起業
への支援

●雇用創出力の高い企業の誘致

●働く意欲のある障がいのある
方、高齢者、女性などへの就
業支援

●働きながら子育てできる環境
の整備

●女性による起業への支援

●ワーク・ライフ・バランスの
実現に向けた市民理解の促進
や企業への支援
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67【外貨】ここでは、圏域内で流通する以外の貨幣を指す。
68【コンテンツ】文章、音楽、画像、映像またはそれらを組み合わせた情報の集合のこと。
69【国際理解教育】日本の伝統と文化を大切にし、世界の人々の多様な生活や文化を理解し尊重する態度を養うとともに、世界の平和に

貢献し、国際社会で信頼と尊敬を得るにふさわしい資質を育成する教育。

　　　　　　　　７　強みを生かし世界とつながるまちにします基本目標

将来のまちの姿

▶札幌・北海道の強みを生かし、アジアを始めとする経済成長の著しい地域からの観光客の増加やこのよう

な地域への販路の拡大などにより、多くの外貨67を獲得しています。

▶市内や近隣市町村への外国企業の進出により、新たな雇用や地場企業への様々な波及効果が生まれていま

す。

▶企業では、グローバル化に対応した国際的な視野を持った人材が活躍しています。

▶札幌・北海道の地理的な特性などを踏まえた海外との様々な都市間交流や互恵的な国際協力が、新たなビ

ジネスへの架け橋になっています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

企　業　等
●積極的な海外事業の展開

●国際的な視野を持った人材の
育成と活用

市　民
●外国人や多様な歴史・文化へ
の理解

●留学などを通じた積極的な海
外経験

●外国人観光客などへのおもて
なしの実践

行　政
●流通ネットワークの強化

●コンテンツ68などを活用した戦
略的なシティプロモート活動
の推進

●外国企業の誘致のための施策
の検討・推進

●観光客の受入環境の整備

●国際交流や国際理解教育69など
の推進

●国際的な視野を持った人材の
育成・活用の支援

●地理的特性を生かした国際協
力の促進
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　　　　　　　　８　基本目標

将来のまちの姿

▶地域の身近な利便性を確保する役割の一翼を担う商店街が活性化し、地域のにぎわいを生み出していま

す。

▶ビジネスの手法を活用して地域課題の解決を実践するソーシャルビジネスやコミュニティビジネスが活発

化し、地域コミュニティを支える産業としての役割を果たしています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

企業・ＮＰＯ等
●商店街活動への積極的な参加

●地域課題の解決に向けた多様
な活動主体との積極的な連携

市　民
●地域の商店街活動への理解と
協力、店舗の利用

商　店　街
●地域課題の解決に向けた多様
な活動主体との積極的な連携

行　政
●商店街活性化に向けた様々な
取組に対する支援

●ソーシャルビジネス・コミュ
ニティビジネスの振興

●多様な活動主体とコミュニ
ティビジネスの連携促進

地域コミュニティを支える産業を大切にする
まちにします 第
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70【合計特殊出生率】15歳～49歳の女性の年齢別出生率の合計。１人の女性が平均して一生の間に生む子どもの数に相当する。
71【子どもの権利】「安心して生きる権利」、「自分らしく生きる権利」、「豊かに育つ権利」、「参加する権利」など、子どもが、毎日を

安心して過ごし、健やかに成長・発達するために欠かせない基本的な権利。
72【子育ち支援】子どもが将来自立した社会性のある大人へと自ら成長していく過程を支援すること。
73【生きる力】基礎基本を確実に身に付け、いかに社会が変化しようと、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行

動し、より良く問題を解決する資質や能力。自らを律しつつ、他人と共に協調し、他人を思いやる心や感動する心などの豊かな
人間性。たくましく生きるための健康、体力など。

９　 安心して子どもを生み育てられるまちにします

１０　将来を担う子どもの成長と自立を支えるまちにします

11　若者が社会的に自立し活躍できるまちにします

基本目標の設定

第３節　　子ども・若者　～健やかに育む～

現状と課題

　全国的に少子化が進む中、札幌市の合計特殊出生率70は大都市の中でも極めて低い水準で推移してお

り、社会の活力に大きな影響を及ぼすことが懸念されます。

　少子化の背景としては、子育て家庭の孤立化などによる子育てへの不安や負担感が増大していることが

要因の一つとして考えられます。また、子どもや若者の成長過程では、いじめや虐待、不登校、引きこも

りなどといった問題も生じています。

　こうしたことから、社会全体で協力して子どもの成長を支え、誰もが子どもを生み育てやすい環境を整

えていくとともに、困難を有する若者の自立や社会参加を支援していく必要があります。

基
本
目
標

― 将来を担う子ども・若者の健やかな育み ―

　子どもを生み育てやすいまちづくりを進めるためには、子どもの権利71の尊重の下、社会全体で子育
て・子育ち支援72を推進し、子育てへの不安や負担の軽減を図るとともに、子どもの成長過程での様々
な問題に対応していく必要があります。
　特に、ふるさと札幌に根差した自立した子どもを育んでいくためには、全ての子どもに対して、生き
る力73を培い、豊かな創造力を育む充実した教育を推進することや、社会性を育む実践的な学びの機会
を充実させていくことが重要です。
　さらに、若者全ての社会的自立を実現するとともに、主体的に地域社会に参画する取組なども進め、
将来の札幌を担う人材を育成していく必要があります。

現状と課題を踏まえた重要な視点
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74【放課後児童対策】昼間保護者のいない家庭の児童の健全育成・指導を目的とする児童クラブなどにおける活動のこと。
75【子育てサロン】子育て中の親子が気軽に集い、自由に交流や情報交換ができる場。

　　　　　　　　９　基本目標

将来のまちの姿

▶地域の団体や企業、ＮＰＯ、行政などによる様々な支援を通じて、安心して子育てができる環境が整って

います。

▶ワーク・ライフ・バランスの考え方が社会全体に浸透し、男性も女性も仕事と生活の調和を図り、働きな

がら子育てができる環境が整っています。

▶多様なニーズに対応した様々な保育サービスが提供され、子どもが小学校に入学した後も、放課後児童対

策74などの支援体制が整っています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

町内会・ＮＰＯ等
●子育てサロン75の開催など子育
て支援活動の推進

●ニーズに即した子育て支援
サービスの提供

企　業　等
●ワーク・ライフ・バランスの
実践に向けた職場環境づくり

●ニーズに即した子育て支援
サービスの提供

市　民
●男女の協力による子育て

●様々な子育て支援活動への積
極的な参加

●ワーク・ライフ・バランスへ
の理解と実践

行　政
●母子保健の充実など妊娠期か
ら出産・幼児期・思春期ま
で、子どもの成長過程に応じ
た支援

●子育て家庭の孤立防止に向け
た相談・支援体制の充実

●市民が子育て支援活動に参加
しやすい仕組みづくり

●地域の団体や企業、ＮＰＯな
どとの連携・協力による子育
て支援活動の推進

●ワーク・ライフ・バランスの
実現に向けた市民理解の促進
や企業への支援

●様々な保育サービスの提供

●放課後の児童の居場所づくり

安心して子どもを生み育てられるまちにします
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　　　　　　　  10基本目標

将来のまちの姿

▶子どもたちは、一人一人の個性や特性を伸ばす充実した教育を受け、伸び伸びと遊ぶことを通じて、生き

る力を高め、豊かな創造力を身に付けながら成長しています。

▶家庭・地域・学校の連携による多様な体験活動などを通じて、子どもたちは自立した社会性のある大人へ

と成長しています。

▶いじめや不登校、児童虐待などを未然に防ぐとともに、迅速かつ適切に対応する環境が整っています。

▶配慮や支援を要する子どもは、充実した相談・支援体制などの下、個別の状況に応じて適切な支援を受け

ることができます。

実現に向けて私たちが取り組むこと

町内会・ＮＰＯ等
●地域における体験活動などへ
の協力

●学校教育との連携

企　業　等
●体験学習などへの協力

●ボランティア活動への支援

市　民
●子どもの権利への理解

●様々な子育ち支援活動への積
極的な参加

●子どもの権利の理解促進

●一人一人の個性や特性を伸ば
す教育の充実

●子どもが伸び伸びと遊べる場
の充実

●障がいのある子どもの自立と
社会参加に向けた教育的支援

●家庭・地域・学校との連携に
よる地域について学ぶ機会や
体験活動などの充実

行　政
●市民が子育ち支援活動に参加
しやすい仕組みづくり

●配慮や支援を要する子どもへ
の個別の状況に応じた適切な
相談・支援体制の充実

●いじめ、不登校、児童虐待な
どの相談・支援体制の充実及
び家庭や地域、関係機関との
連携強化

●家庭での養育が難しい子ども
の養育環境・自立支援体制の
充実

●少子化に伴う児童生徒数の減
少に対応した学校の統合な
ど、子どもの社会性などをよ
り一層育むための教育環境の
向上

将来を担う子どもの成長と自立を支える
まちにします第
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76【ニート】仕事に就いておらず、就職活動もしていない若者のうち、家事も通学もしていない人。

　　　　　　　  11基本目標

将来のまちの姿

▶全ての若者が社会的に自立できるよう、教育機関や企業、地域、行政などの連携・協力の下、充実した相

談・支援体制が整っています。

▶地域や企業等と大学などの教育機関が連携し、学生に実践的な学びの場が提供されています。

▶若者の安定的な雇用が確保され、起業を支援する制度も充実するなど、働きやすい環境が整っています。

▶多くの若者が、様々なまちづくり活動への主体的な参加や新たな取組への先駆的なチャレンジを通じて、

地域課題の解決やまちの活力の向上に向けて力を発揮しています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

行　政
●国や北海道、支援機関との連
携によるニート76や引きこもり
などへの相談・支援体制の充
実

●大学などの教育機関や地域と
の連携強化

●地域や企業との連携・協力に
よる子どもの頃からの社会体
験や職業体験などの推進

●若者の就業や起業への支援

●若者の地域社会への参画の促
進

町内会・ＮＰＯ等
●地域における体験活動などへ
の協力

●大学など教育機関との連携

企　業　等
●職業体験などへの協力

●大学などの教育機関との連携

市　民
●大学と地域が連携した取組へ
の参加

●職業能力の向上や自己啓発

●起業への積極的な挑戦

若者が社会的に自立し活躍できるまちにします
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77【高齢夫婦世帯】夫65歳以上、妻60歳以上の夫婦１組のみの世帯。
78【ライフステージ】ここでは、人間の一生において節目となる出来事（出生、入学、卒業、就職、結婚、出産、子育て、退職など）に

よって区分される生活環境の段階をいう。
79【防災協働社会】ここでは、災害被害を軽減するため、地域の人々が互いに連携していく社会をいう。

12　誰もが健康的で安心して暮らせるまちにします

13　地域防災力が高く災害に強いまちにします

14　安全な日常生活が送れるまちにします

基本目標の設定

第４節　　安全・安心　～人に優しいまち～

現状と課題

　高齢化の急速な進行によって、高齢単身世帯や高齢夫婦世帯77が増え、支援や介護を必要とする市民が

増加しています。また、ニーズが複雑・多様化し、ライフステージ78に応じた一貫した支援も求められて

いることから、必要なサービスが適切に受けられる環境づくりのほか、住民同士の支え合いや助け合いも

求められています。また、日常の防犯や交通安全など、安全な暮らしの確保も求められています。

　さらに、東日本大震災の教訓から、大規模な災害が発生した際には、市民・企業・行政の役割分担によ

る相互連携の取組の重要性が改めて認識されており、それぞれが自らの役割を意識しながら災害に備えて

いくことが必要です。

基
本
目
標

― 安心して暮らせる「人に優しい」まちづくり ―
　地域における住民同士の見守り・支え合いや、防犯活動などを通じた日常の安全の確保、市民の主体

的な健康づくりなどを通じて、高齢になっても住み慣れた地域で安心して暮らせる環境づくりを進めて

いく必要があります。また、多様化するニーズに対応した「きれめ」や「すきま」のないサービスや、

安心できる医療体制の充実などを図っていくことが重要です。

　そして、万が一の災害に備え、自分の身は自分で守る「自助」、地域で互いが助け合う「共助」、行

政による消防・救助活動などの「公助」の役割をそれぞれが認識し、主体的に防災活動に取り組む「防

災協働社会79」を構築していく必要があります。

現状と課題を踏まえた重要な視点
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80【在宅医療】希望する市民ができる限り住み慣れた自宅などで療養し、医師などが訪ねて診療すること。
81【かかりつけ医】日頃から患者の体質、病歴や健康状態を把握し、診療のほかに健康管理上の助言などもしてくれる身近な医師のこと。
82【サービス基盤】ここでは、介護保険サービスや障がい福祉サービスを必要とする人が、住み慣れた地域で自立した生活を送ることが

できるよう支援する施設及び事業所をいう。
83【食育】「食」に関する知識と「食」を選択する力を身に付け、生涯を通じて健全な食生活を実践できる人を育てること。

　　　　　　　  12基本目標

将来のまちの姿

▶高齢単身世帯の増加などに対応した見守り活動や、支援を要する市民への相談・支援体制の充実などを通
じて、誰もが安心して暮らしています。

▶在宅医療80や身近なかかりつけ医81の普及促進などを通じて、地域と医療の結び付きが強まるとともに、
充実した医療相談体制や救急医療体制により、市民の安心を支えています。

▶支援を要する高齢者や障がいのある方が安心して生活できるよう、適切なサービスが提供されています。

▶高齢者や障がいのある方など、様々な世帯のニーズに合った住まいが安定的に供給されています。

▶市民の主体的な健康づくり活動が活発に行われ、高齢になっても健やかに暮らしています。

▶食の安全が守られ、食に対する市民の安心と信頼が確保されており、誰もが健やかで豊かな食生活を送っ
ています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

企　業　等
●ニーズに即した保健福祉サー
ビスの提供

●障がいのある方の雇用の推進

●市民の自主的な健康づくり活
動への支援

●食の安全に関する取組

●衛生管理に関する取組町内会・ＮＰＯ等
●地域福祉活動の推進

●健康づくり活動の推進

市　民
●地域福祉活動などへの積極的
な参加

●高齢者及び障がい児・者への
理解

●自主的な健康づくり活動

●食の安全に対する意識の向上

誰もが健康的で安心して暮らせるまちにします

●保健・医療・福祉のネット
ワーク強化

●子どもがボランティア活動に
参加しやすい環境づくり

●支援を必要とする市民への相
談・支援体制強化

●医療相談体制や救急医療体制
の充実及び地域の医療連携の
推進

行　政
●介護保険施設などのサービス
基盤82の整備

●障がい児・者のニーズやライ
フステージに対応した支援体
制の充実及びサービス基盤の
整備

●住まいに関する情報提供の充
実

●市民の健康づくり活動の推進

●食育83環境の整備及び食育の推
進

●心の健康づくりに向けた相
談・支援体制の充実

●市民や企業と連携した食の安
全に対する取組

●衛生面での市民への情報提供
及び事業者の自主的な活動へ
の支援
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84【自主防災組織】災害対策基本法で規定されている、住民による任意の防災組織。主に町内会などが母体となって住民が自主的に連帯
して防災活動を行う任意団体。

85【災害時要援護者】高齢者世帯、要介護者、障がい者、難病患者、妊婦、乳幼児・児童、日本語に不慣れな外国人など、災害時に自分
や家族だけでは避難が難しい住民のこと。

86【ライフライン】電気、ガス、水道、下水道、電話など、日常生活を送る上で必須の諸設備、供給線をいう。

　　　　　　　  13基本目標

将来のまちの姿

▶子どもの頃からの継続した防火・防災教育や、地域における自主的な防災訓練などを通じて、地震などの

災害や火災の発生時に市民一人一人が主体的に行動できる準備・体制が整っており、地域の防火・防災力

が高まっています。

▶避難場所となる公共施設や上下水道、道路のほか、民間施設も含めた都市全体の耐震化などが進んでお

り、自然災害による被害を最小化させる取組が進んでいます。

▶高齢者、障がいのある方、子ども、外国人など、災害時に一人で避難することが難しい市民も、災害発生

時には円滑に避難できるような、細かな配慮がなされています。

▶万が一の災害発生に備え、防災関係機関、企業、道内他市町村などの連携を通じて、大規模災害にも対応

可能な防災力が確立しています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

町内会等
●自主防災組織84の結成

●防災訓練などの自主防災活動
の推進

●災害時要援護者85の避難支援体
制の整備

行　政
●子どもの頃からの防火・防災
教育の充実

●市民、自主防災組織、学校な
どとの連携・協力による防災
対策の推進

●災害時におけるライフライン86

や交通ネットワークの確保

●公共施設、上下水道、道路な
どの耐震化の推進

●災害に関する積極的な情報提
供

●迅速な災害対策を行う体制の
強化

●緊急生活物資の確保などの支
援体制の充実

●災害時要援護者に対する支援
の充実

●災害時の防災関係機関及び他
市町村との広域的な連携体制
の充実

企　業　等
●所有建築物の耐震化の促進

●防災訓練などの自主防災活動
の推進

●企業内備蓄の推進

市　民
●防災訓練などの自主防災活動
への積極的な参加

●自宅の防災対策・家庭内備蓄
の推進

地域防災力が高く災害に強いまちにします
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87【都市生活型公害】都市化の進展や生活様式の変化などによって発生する公害のことであり、工場などが原因者となって発生する従来
の産業公害とは異なる。自動車の排出ガスによる大気汚染や騒音、生活排水による河川などの水質汚濁、近隣騒音などがある。

88【バリアフリー化】高齢者や障がい者などが、社会生活をしていく上で障壁となるものを除去すること。道路、建物、交通手段など物
理的なものだけではなく、社会的、制度的、心理的なものを含めた全ての障害を無くすことを意味している。

89【ユニバーサルデザイン】高齢者や障がい者のための特別な仕様を作るのではなく、最初から多くの人の多様なニーズを反映して作ら
れた製品、建物、環境のデザイン。

90【ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）】配偶者や恋人など親密な関係にある又はあった者から振るわれる暴力。

　　　　　　　  14基本目標

将来のまちの姿

▶犯罪や消費生活に関する問題の発生を防止する取組など、市民の安全な暮らしを守る環境が整っています。

▶交通ルールの順守や自転車マナーの理解の促進によって、交通事故の少ない安全で安心な交通環境が実現

しています。

▶都市生活型公害87といわれる、自動車排出ガスによる大気汚染や騒音、悪臭などについて、適切な対策や

市民への情報提供などを通じ、市民の健康で安心な暮らしが守られています。

▶公共交通機関の駅とその周辺、多くの人が集まる施設や住宅などでは、バリアフリー化88やユニバーサル

デザイン89の導入が進んでおり、誰もが安全で快適に移動できる空間が整備されています。

▶雪対策に関して、市民・企業・行政の連携による冬の市民生活ルールの共有や、効果的で効率的な除排雪

などを通じて、安全な冬道が確保され、雪と共存した豊かな暮らしが実現しています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

行　政
●地域防犯の取組の推進

●配偶者などからの暴力（ＤＶ90）
への対策の充実

●消費者問題への対策の充実

●事故危険箇所の解消や自転車
マナーの理解促進などの交通
安全対策の推進

●都市生活型公害などの防止に
向けた事業者への指導強化及
び市民への的確な情報提供

●公共施設のバリアフリー化な
どの推進

●市民や企業との連携・協力に
よる雪対策の推進

●通学路の安全確保に向けた取
組の推進

町内会・ＮＰＯ等
●地域防犯活動や交通安全運動
の推進

●雪対策への協力

企　業　等
●地域防犯活動や交通安全運動
への支援

●バリアフリー化などの自主的
な取組

市　民
●地域防犯活動や交通安全運動
への積極的な参加

●交通ルールなどの理解・順守

●雪対策に関する理解・協力

安全な日常生活が送れるまちにします
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91【環境負荷】人の活動により自然環境に加えられる影響であって、環境の保全上の支障の原因となるおそれのあるものをいう。

15　豊かな自然と共生するまちにします

16　資源やエネルギーを有効活用するまちにします

17　市民が環境について学び行動するまちにします

基本目標の設定

第５節　　環境　～次世代へ引き継ぐ～

現状と課題

　地球温暖化対策や福島第一原子力発電所の事故をきっかけとしたエネルギー政策の見直しなど、近年の

環境問題は複雑・多様化しており、その対応に当たっては、自然環境の保全やエネルギー利用の見直し、

環境負荷91の少ないまちづくりなど多角的な取組が求められています。

　また、札幌の財産である豊かなみどりは、その総量が減少傾向にあるため、市民・企業・地域・行政の

連携・協力により、今あるみどりを守るとともに、新たに創出していくことが求められています。

基
本
目
標

― 次世代へつなげる持続可能なまちづくり ―

　複雑・多様化する環境問題に対応するため、市民・企業・地域・行政が一丸となって、みどりの保全・創

出やごみの減量・リサイクルなど、環境の保全・創造に関する取組を引き続き進める必要があります。

　また、再生可能エネルギーの活用などに関する研究・開発・普及やエネルギー利用の在り方に関する

市民意識の醸成を図ることにより、社会全体でエネルギー利用の在り方を考えながら、低炭素社会と脱

原発依存社会を目指していく必要があります。

　そして、市民が環境の保全・創造について学び、実践する環境づくりを進めることにより、札幌が持

つ四季折々の美しい自然と豊かな文化を次世代に引き継ぎ、より良い環境を創造する持続可能な都市

「環境首都・札幌」を推進していくことが重要です。

現状と課題を踏まえた重要な視点
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92【生物多様性】地球上の多種多様な生き物全てがそれぞれ支え合い、つながり合いながら生きている状態を表した概念であり、生態
系・種・遺伝子の３つの多様性からなるもの。

　　　　　　　  15基本目標

将来のまちの姿

▶まちにうるおいや安らぎを与えるとともに、地球環境にとっても大切なみどりをみんなで守り育てる取組

によって、森林や農地、公園などに加え、民有地でもみどりの保全・創出が進み、みどり豊かで住み心地

の良いまちが形成されています。

▶市民にうるおいと安らぎを与えるほか、全ての生物にとっても欠かすことのできない水については、その

質や量だけでなく、生物と生息環境、水辺とのふれあいといった水環境全体が守られています。

▶自然環境を守り育むなど、地球環境への負荷を低減する取組によって、生物多様性92が保全されていま

す。

実現に向けて私たちが取り組むこと

町内会・ＮＰＯ等
●みどりを保全・創出するため
のまちづくり活動の実施や情
報発信、市民などへの助言

行　政
●公有地のみどりの保全・創出

●市民・企業・地域との連携・
協力によるみどりの保全・創
出

●市民・企業・地域との連携・
協力による水環境の保全や水
環境への負荷を低減する取組
の推進

●生物多様性を意識した取組の
推進

企　業　等
●みどりを保全・創出するため
のまちづくり活動への主体的
な参加

●所有地やその周辺などの緑化
の推進

●生物多様性を意識した取組の
実施

市　民
●みどりを保全・創出するため
のまちづくり活動への主体的
な参加

●河川周辺の環境保全の取組

●生物多様性に関する理解

豊かな自然と共生するまちにします
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93【資源循環型の社会】廃棄物の発生抑制、循環的な利用、適正処分により天然資源の消費を抑制して環境への負荷ができる限り低減さ
れる社会。

94【ＩＣＴ】情報（information）や通信（communication）に関する技術の総称。
95【次世代自動車】ハイブリッド自動車・電気自動車・プラグインハイブリッド自動車・燃料電池自動車・クリーンディーゼル自動車・

天然ガス自動車など、走行時における環境負荷が小さい自動車の総称。
96【エコドライブ】地球環境にやさしい自動車の運転。
97【次世代エネルギーシステム】ここでは、太陽光発電などの再生可能エネルギーシステムや電気と熱を同時に作り出すシステムなどに加え、

IT技術を活用して電力供給、需要に係る課題に対応する送電システムなど、効率的なエネルギー利用を可能とするシステム全般をいう。
98【環境関連産業】廃棄物の適正処理や資源リサイクルを担う産業や、エネルギーを有効活用する上で必要となる省エネルギー技術や未

利用エネルギー活用技術を生かした産業など、環境保全に寄与する産業分野を指す。

　　　　　　　  16基本目標

将来のまちの姿

▶ごみの減量・リサイクル・再利用が積極的に行われており、資源循環型の社会93となっています。

▶省エネルギー技術や次世代エネルギーシステムについては、IＣT94との連携などの研究・開発が進められ
ることにより、その利用が進んでいます。

▶特にエネルギー消費量の多い都心部を中心に、効率的なエネルギー利用が図られています。

▶積雪寒冷地であり、家庭などの二酸化炭素の排出量が多いことに対応した、エネルギー消費を抑えた市民
のライフスタイルが定着しています。

▶環境に配慮した自動車の普及が進むとともに、公共交通機関が積極的に利用されることにより、移動にか
かるエネルギー消費を抑えた社会となっています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

町内会・ＮＰＯ等
●環境の保全・創造活動の推進

●集団資源回収の実施など、ごみ
減量・リサイクル活動の推進

行　政
●ごみの減量・リサイクル・再
利用の取組の促進

●ごみの適正な処理の推進

●企業や研究機関などとの連携
による次世代エネルギーシス
テム97に関する研究・開発・普
及の促進

●エネルギー消費を抑えた市民
生活・企業活動の促進

●子どもがエネルギーについて
学習する機会の充実

●環境に配慮した自動車の普及
促進

●高断熱・高気密住宅の普及促
進

●公共交通機関の利便性向上や
利用の促進

●環境関連産業98の振興

企　業　等
●ごみの減量・分別・リサイク
ルの実践

●省エネ設備などの積極的な導
入や環境負荷の低減への配慮

●環境配慮型製品の開発や製造
の推進

●環境の保全・創造に関する新
技術の開発・普及

市　民
●ごみの減量・分別・リサイク
ルの実践

●使い捨て製品の使用抑制

●エネルギー消費を抑えたライ
フスタイルの実践

●積極的な省エネ家電・新エネ
機器・次世代自動車95への買換
え及び高断熱・高気密住宅へ
の改修・建て替え

●エコドライブ96の実践

●公共交通機関の積極的な利用

資源やエネルギーを有効活用するまちにします
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  99【地球温暖化】人間の活動により、大気中の二酸化炭素などの温室効果ガスが増加し、地球全体の気温が上昇する現象。
100【環境学習】持続可能な社会の構築を目指して、家庭、学校、職場、地域などのあらゆる場において、環境の保全についての理解を深

めるために行われる学習及び教育。
101【環境関連施設】ここでは、円山動物園や青少年科学館など、環境教育に関連する施設をいう。

　　　　　　　  17基本目標

将来のまちの姿

▶市民や企業などは、地球温暖化99や生物多様性などへの問題意識を持ち、環境の保全・創造のために自ら

考え、行動しています。

▶子どもたちは、自然とのふれあいや日常生活に根差した学習活動を通じて、広く環境問題に関心を持ち、

身近なことから取り組んでいます。

▶市民や企業などは、ふるさと札幌の美しい自然・環境を守り育て、美しい景観を維持・創出する意識を持

ちながら、持続可能なまちづくりに主体的に取り組んでいます。

実現に向けて私たちが取り組むこと

町内会・ＮＰＯ等
●環境の保全・創造活動の実践
を通じた市民への理解促進

行　政
●学校・環境関連施設101間の連
携強化などを通じた環境教育
の充実

●市民、企業などの主体的な行
動につなげるための環境の保
全・創造に関する理解促進と
人材の育成

●子どもが自然・環境を守り育
てる意識を醸成する機会づく
り・場づくりの推進

企　業　等
●町内会、ＮＰＯ、行政などと
積極的に連携した環境の保
全・創造活動の実践

●企業内の研修などによる環境
の保全・創造に関する意識の
向上

市　民
●環境の保全・創造活動への積
極的な参加

●環境学習100などを通じた自己
啓発

●生物多様性に関する理解

●子どもが自然とふれあう機会
や学習する機会の積極的な提
供

市民が環境について学び行動するまちにします
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18　創造的な活動により活力あふれるまちにします

19　文化芸術やスポーツの魅力によりにぎわいが生まれるまちにします

20　市民一人一人が魅力を再認識し発信するまちにします

基本目標の設定

第６節　　文化　～創造性を育む～

現状と課題

　社会経済情勢が大きく変化する中で、札幌・北海道の資源を有効に活用し、まちの魅力を効果的に伝え

ることにより、北海道全体の地域振興や産業振興などに結び付け、市民生活を豊かなものとしていく取組

が求められています。

　札幌には、世界的に評価の高い文化芸術・スポーツに関する施設やイベントが多数あり、市民の創造性

を育む基盤が整っています。

　また、文化芸術・スポーツは、人々に感動を与え、その感動は、人々を刺激し、新たな行動を起こす

きっかけをつくっています。そして、その行動を新たなコト・モノを生み出す創造的な活動へとつなげて

いくことが求められています。

基
本
目
標

― 文化芸術・スポーツによる創造性の育み ―

　札幌には市民が身近に文化芸術やスポーツに親しめる環境が整っています。文化芸術やスポーツを通

じて育まれる創造性を地域の活性化や産業の発展に結び付け、まちの活力を維持し、向上させていくこ

とが重要です。

　また、年間6ｍもの雪が降る特徴的な風土や歴史がつくり出してきた独自の文化やライフスタイルに

代表される札幌の魅力を市民一人一人が再認識し、誇りを持って発信していく必要があります。

現状と課題を踏まえた重要な視点
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　　　　　　　  18基本目標

将来のまちの姿

▶文化芸術やスポーツが、市民に感動や刺激を与え、市民の感性や創造性を育むことで、生活を豊かなもの

にしています。

▶子どもから高齢者まで、障がいのある人もない人も、見るだけではなく、自ら文化芸術やスポーツを楽し

むことで、充実した生活を送っています。

▶文化芸術やスポーツからつくり出された人と人との交流がまちづくりに発展し、まちの活性化へとつな

がっています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

行　政
●文化芸術やスポーツを活用し
たまちづくり及び交流の促進

●高齢者や障がいのある方も文
化芸術やスポーツに気軽に参
加できる環境づくり

企　業　等
●市民や地域の文化芸術やス
ポーツ活動への積極的な支
援・協力…

市　民
●文化芸術の鑑賞及び創作・表
現活動への積極的な参加を通
じた交流

●スポーツ活動への参加を通じ
た交流

創造的な活動により活力あふれるまちにします
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102【メディアアーツ】ユネスコ創造都市ネットワークの登録分野の一つで、デジタル技術などを用いた新しい芸術表現。映像、演劇・舞
踊（パフォーミングアーツ）なども含む幅広い表現であり、創造的な産業にも波及する概念。

　　　　　　　  19基本目標

将来のまちの姿

▶多くの人が集まる文化芸術やスポーツが、札幌の魅力的な資源として、観光振興や国際交流などの様々な

分野で生かされています。

▶文化芸術やスポーツが、食や観光など様々な産業分野と結び付くことで新たな付加価値を生み出し、まち

ににぎわいと活力があふれています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

行　政
●集客力のある文化芸術やス
ポーツの振興と戦略的な活用

●文化芸術やスポーツの観光、
食及び健康・福祉分野への活
用の促進

●国際的な芸術祭の定期的な開
催

●メディアアーツ102などを活用
した創造的な産業の振興

市民・企業等
●文化芸術やスポーツ活動への
積極的な支援・協力

●各産業分野における文化芸術
やスポーツの積極的な活用

文化芸術やスポーツの魅力によりにぎわいが
生まれるまちにします  第
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　　　　　　　  20基本目標

将来のまちの姿

▶雄大な北海道の中にあって、四季折々の豊かな自然と快適な都市機能を備えている札幌は、そこに暮らす

人、そこを訪れる人を刺激し、その創造性を育んでいます。

▶世界の大都市の中でも降雪量が突出している札幌は、独自の冬の文化を形成しており、厳しい冬の生活環境

の中でも、雪を楽しむ魅力あるイベントやウインタースポーツなどが、まちににぎわいを与えています。

▶札幌型ライフスタイルの中から生み出される札幌・北海道の魅力を市民一人一人が再認識し、その魅力を高

め、誇りを持って多様な手段により国内外に発信することで、世界の様々な人々が集い、交流しています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

行　政
●戦略的なシティプロモートの
推進

●文化芸術やスポーツを活用し
た交流の促進

●市民や札幌を訪れる人々が雪
を楽しむイベントやウイン
タースポーツの推進

●歴史や文化、景観、観光など
札幌の魅力に関する情報の収
集・発信

●子どもが札幌・北海道の魅力
を知る機会の充実

市民・町内会・NPO・企業
●札幌の魅力を楽しむライフス
タイルの追求

●札幌型ライフスタイルの積極
的な発信

●札幌の魅力である雪を楽しむ
イベントやウインタースポー
ツへの参加

市民一人一人が魅力を再認識し発信する
まちにします 第
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103【都市基盤施設】ここでは、都市基盤のうち、建築物を除く道路、上下水道、公園などをいう。

21　公共交通を中心とした集約型のまちにします

22　札幌の顔となる魅力と活力あふれる都心にします

23　都市の価値を高めるみどりを生かしたまちにします

24　都市基盤が適切に維持・保全されるまちにします

基本目標の設定

第７節　　都市空間　～魅力と活力のある都市の形成～

現状と課題

　これまでの札幌のまちづくりは、人口や産業の集中に対応するため、計画的に市街地を整備・拡大して

きましたが、今後は、人口減少・超高齢社会の到来や地球環境問題の深刻化などに対応するため、大きな

転換が求められます。

　そのため、これからの都市空間の形成に当たっては、今ある都市の魅力と活力の向上を目指して、市民

の多様なニーズを捉えるなど、きめ細やかな取組を積み重ねることが重要です。

　また、急激な人口増加に対応するために整備してきた都市基盤の老朽化が進んでいることから、適切な

維持・保全や、人口動態や年齢構成の変化に応じた既存施設の再配置などの見直しが必要です。

基
本
目
標

― 魅力と活力を持続的に高める集約型のまちづくり ―
　自動車を持たない高齢者なども安心・快適に暮らせるとともに、市民生活や都市活動のエネルギー効
率を高めるためには、公共交通を中心とした集約型のまちづくりが必要です。
　国内外から多くの人々が訪れ、様々な交流や活動が活発に展開される都市となるためには、札幌の顔
である都心部の魅力と活力を高めるとともに、まちにうるおいを与えるみどり豊かな都市空間の創出
や、良好な都市景観の形成が重要です。
　また、人口減少・超高齢社会を迎える中でも、市民生活や都市活動を支え続けるためには、上下水道
などの都市基盤施設103や市有建築物の計画的かつ効率的な維持・保全と併せて、特に市有建築物につい
ては、機能の複合化など、効果的かつ効率的な再配置が必要です。

現状と課題を踏まえた重要な視点
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104【土地利用計画制度】まちづくりの諸施策のうち都市計画法に基づく制度の一つであり、土地の利用に関するルールを定め、個別の建
築行為などを規制・誘導することによってまちづくりの目標の実現を図るもの。

　　　　　　　  21基本目標

将来のまちの姿

▶都心や地下鉄駅の周辺などに、多様な都市機能が集積され、様々な交流やにぎわいが生まれています。

▶都心の周辺部や地下鉄の沿線では、生活関連サービスの充実などにより、利便性の高い暮らしの場が形成
されています。一方、郊外の住宅地では、ゆとりある良好な環境を生かした暮らしをしています。

▶日用品の買い物など、日常生活に必要なことは身近な場所で行えるとともに、市内の各地域をつなぐ公共交
通網により、多様な都市機能が利用できることで、自動車を運転しなくても困らない暮らしをしています。

▶市民や企業は公共交通をみんなで支える意識を持ち、更に利用者の利便性が向上することで、積極的に公
共交通を利用しています。これにより、過度な自動車の利用が控えられ、移動にかかるエネルギー消費を
抑えた社会となっています。

▶道路ネットワークの維持・充実が図られるとともに、駅施設やその周辺などのバリアフリー化が進むこと
により、安全で快適な交通環境が実現しています。

▶高速道路と都心のアクセス性の向上や、北海道新幹線など広域的な交通ネットワークの整備が進められ、
観光や物流の面で北海道経済の活性化にも貢献しています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

行　政
●土地利用計画制度104などの適
切な運用

●都市空間に関わる多様なまち
づくり活動の支援や調整

●地域の特性に合わせた機能の
誘導や施設の配置

●市街地の質の向上や良好な都
市景観の創出につながる空間
整備の誘導・支援

●公共交通機関の利便性向上や
利用の促進

●子どもが公共交通に親しむ取
組の充実

●安全で快適に利用できる道路
ネットワークの維持・充実

●広域的な交通ネットワークの
整備

●市民、企業などとの連携によ
る、環境負荷を低減するまち
づくりの推進

企　業　等
●まちづくりの計画策定や活動
への積極的な参画

●まちづくりに必要な支援や専
門的知識・技術の提供

●市街地の質の向上や良好な都
市景観の創出につながる空間
整備

●環境負荷低減のための取組

●良好な空間形成を意識した企
業活動の実施

市　民
●まちづくりの計画策定や活動
への積極的な参画

●公共交通機関の積極的な利用

●自動車の適切な利用

●環境負荷低減のための取組

公共交通を中心とした集約型のまちにします
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　　　　　　　  22基本目標

将来のまちの姿

▶市民を始め、国内外からも多くの人が訪れる都心には、高次な都市機能が集積しているとともに、多様な

活動を支える場など、人を中心とした魅力ある空間が形成されています。

▶創造的な活動の発信や担い手の育成など、文化と活力を創造する取組が展開されています。

▶豊かなみどりが充実することにより、うるおいや風格が感じられる都心にふさわしい街並みが形成されて

います。

▶エネルギーの効率的な利用などにより、先駆的な環境低負荷型のまちづくりが展開されています。

▶市民や企業などが主体となった都心のまちづくりにより、それぞれの地域特性に合わせた良好な環境が形

成され、地域の価値の維持・向上が図られています。

▶都心は北海道の中心としての役割を果たしながら、国内外に札幌・北海道の魅力を発信し続けるととも

に、市民生活の豊かさを享受できる場が創出されています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

行　政
●土地利用計画制度などの適切
な運用

●都心のまちづくりに関わる計
画などの策定・推進

●市民や企業などが主体となっ
た都心のまちづくり活動への
支援

●市街地の質の向上や良好な都
市景観の創出につながる空間
整備の誘導・支援

●市民、企業などとの連携によ
る、環境負荷を低減する都心
のまちづくりの推進

企　業
●都心のまちづくりに関わる計画
策定や活動への積極的な参画

●都心のまちづくりに必要な支
援や専門的知識・技術の提供

●市街地の質の向上や良好な都
市景観の創出につながる空間
整備

●環境負荷低減のための取組

●良好な空間形成を意識した企
業活動の実施

市民・町内会・NPO等
●都心のまちづくりに関わる計画
策定や活動への積極的な参画

●環境負荷低減のための取組

札幌の顔となる魅力と活力あふれる都心にします
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105【オープンスペース】ここでは、公園、広場、河川、農地、建築物の敷地内の空地など、建築物などによって覆われていない空間をいう。
106【市街化調整区域】都市計画法（第7条）により、都市計画に定める区域区分の一つであり、無秩序な市街化を防止するために、市街

化を抑制すべき区域をいう。

　　　　　　　  23基本目標

将来のまちの姿

▶市街地では、うるおいと安らぎを与えるみどりと、憩いや交流の場として活用されるオープンスペース105

が十分にあり、それらを生かした、市民に親しまれる良好な都市景観が形成されています。

▶市街化調整区域106では、森林や農地などの保全が図られているとともに、その特質を生かした土地利用が

行われています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

行　政
●公有地のみどりの保全・創出

●市民・企業・地域との連携・
協力によるみどりの保全・創
出

●市街地の質の向上や良好な都
市景観の創出につながる空間
整備の誘導・支援

企　業
●市街地の質の向上や良好な都
市景観の創出につながる空間
整備

●所有地やその周辺などの緑化
の推進

●良好な空間形成を意識した企
業活動の実施

市　民
●みどりを保全・創出するため
のまちづくり活動への主体的
な参加

町内会・NPO等
●みどりを保全・創出するため
のまちづくり活動の実施や情
報発信、市民などへの助言

都市の価値を高めるみどりを生かした
まちにします
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107【ライフサイクルコスト】製品や構造物などの調達・製造から使用、廃棄までの全般的な費用。

　　　　　　　  24基本目標

将来のまちの姿

▶市民の生活や都市活動を支え続けるために、老朽化が進んでいく上下水道などの都市基盤施設や市有建築

物のライフサイクルコスト107の縮減につながる計画的かつ効率的な維持・保全が進められています。

▶市有建築物については、機能の複合化など、効果的かつ効率的な再配置が進められています。

実現に向けて私たちが取り組むこと

行　政
●都市基盤の計画的かつ効率的
な維持・保全

●市有建築物の集約化・複合化
や、民間施設との連携などに
よる効果的かつ効率的な市有
建築物の配置の推進

●市民、企業などへの都市基盤
の現状や将来の課題に関する
情報の提供

企　業
●地域ニーズに合わせた公共的
サービスの提供を目的とした
所有施設の活用

都市基盤が適切に維持・保全されるまちにします
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